
2019 年 6 月 13 日

栗山　綾 ０６－６１６０－０６６１

１ 開催日時 2019 年 6 月 13 日　 14:00 ～

２ 開催場所

３ 出席者

・ 事業所代表者 1 名 ・ 包括職員（ケアマネージャー） 名

・ 事業所の管理者 4 名 ・ 利用者又は利用者の家族 名

・ 地域住民の代表者 0 名 ・ 市の職員 名

町内会役員 0 名 ・ 有識者 名

老人クラブの代表者 0 名

民生委員 2 名

・ 事務局 2 名

４

１） 事業者挨拶

２） 今回の運営推進委員のご紹介

３） 「ふくらはぎ健康法タオ」の運営方針や特徴

４） 運営状況（日々の活動内容、利用者の様子）・・・ＤＶＤ映写

５） 活動状況の報告（利用者様構成や曜日別利用者状況など）・・・別紙

６） 質疑応答・意見交換（ご要望やご助言）

５ 要望、助言
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７ その他特記事項

※希望者のみ、会議後「事業所見学」「ふくらはぎケア体験」「痛みをとる施術体験」

電話番号

議題

担当者

15:00

　株式会社タオ　会議室　　　　（大阪市東淀川区下新庄５－２－１８－２Ｆ）

3

0

0

機能訓練の運動は、すぐに効果が出なくても継続することにより維持や向上が出ていると思う。

タオは身体の機能回復のサービスが充実しているが、生活面の向上サポートが少し弱いのでは。

タオのサービスは施術の比重が高くて喜ばれているが、痛い時にその場でいえない利用者がいる。

要支援の方の介護予防のためには、週1回ではなく2回3回と回数多く受けたほうが良いのではないか。

今後の「運営推進会議」では、利用者の年齢比率・ヒヤリハット・送迎・アンケート報告も入れてほしい。

運営推進会議　議事録

事業者 株式会社タオ　　代表取締役　中園徹

事業所名 地域密着型通所介護・介護予防日常生活支援総合事業「ふくらはぎ健康法タオ 下新庄」

今回初めて本部会議室にて「運営推進会議」を開催いたしました。ご助言も多くいただき大変参考になりまし
た。町内会長、民生委員、ケアマネジャー、地域の代表者の方々と近しくお話をすることで、地域に密着した通
所介護施設としての弊社の役割を改めて実感いたしました。
ご参加の皆様、お忙しい中ご出席いただきありがとうございました。

0

施設長より：痛いときにはすぐ言っていただけるような雰囲気づくりや言葉かけを行うようにいたします。

　※５－①に対して、６－①というように連動して記述しています。

ご指摘の通りです。今後はアセスメントを充実させ「生活の質の向上」を目指すよう改善します。

「要介護」に進まないためにも、「要支援」の方の回数を増やす方法やメニュー開発を行っていきます。

ご要望にお応えできるように、「今後の運営推進会議」の議案に入れてまいります。

更に利用者様の機能回復に役立ち、自立支援ができるプランを作成し実行してまいります。

要望、助言に対する考え方


